
　私達が日常的に行う作業の中には、腰を曲げ
て行うものが多くあります。そのような前屈姿勢
で重いものを持つことや、前屈作業を長時間続
けることは腰に大きな負担がかかるため，腰痛
の原因の一つになると言われています。コルセ
ットなどの装具や軽労化ツールの多くも腰の負
担緩和を目的としており、実際にその負担軽減効
果が体感的にも実験的にも確認されています。
しかし、これまでは作業中に「腰にどのくらいの
負荷がかかっているのか」を知ることができなか
ったため、自分がどこまで作業を頑張っても良い
のかを判断することは困難でした。
　そこで今回、装着者の腰部負担を計測して危険
を警告するために、腰の負担を「見える化」するこ

　ウェアラブル腰部負荷センサは腰ベルトやコル
セットのように腰に巻くだけで簡単に使用するこ
とができます。背面に加速度センサと曲率センサ
が内蔵されており、それらが腰に密着することで

腰痛予防のための

　　　　「腰の負担の見える化」

ウェアラブル腰部負荷センサ

写真２ 腰仙椎アライメント推定結果

写真１ ウェアラブル腰部負荷センサ

とができるセンサシステムを開発しました。どの
ような作業中に腰にどのくらいの負担が加わるの
かを察知することができれば腰痛の原因となる危
険姿勢を避けることができるため、作業者の安全
を守ることができます。また、作業・労務管理、業務
改善をする上で有益な情報を得ることができると
考えられます。

「背中の形状」を計測し、その情報から腰部負荷を
推定することが可能です。総重量は273gと軽量で
柔軟素材でできているため、衣服を着るような感
覚で違和感なく装着することができます。
　「腰の負担」を計算するためには、取り付けられ
たセンサの情報から腰仙椎アライメント（動作中
の背骨の形状）をリアルタイムに計算します。この
腰仙椎アライメント推定の正確さが腰部負荷の推
定精度を左右するため、今回新たに性別・年齢・
体格の異なる54名の腰部レントゲン画像を取得
してデータベースにすることで、体格差の影響を受
けない正確なアライメント推定を実現しました。
この腰仙椎アライメント情報をもとにして、搭載し
たコントローラ内で力学計算を行うことにより、腰
の負担も同時に計算することができます。腰の負
担を計算・記録することが可能になるため、作業者
への危険姿勢の警告や、作業負担の均等化などに
役立てることができます。（次ページへ続きます。）
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